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同囿囮

・
年
代
決
定
総
力
で
挑
む

シ
ャ
ル
は
「
黄
色
」
、
ツ
ァ

フ
は
「
崖
」
を
意
味
す
る
。
岡

山
理
科
大
と
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
古
生
物
学
地
質
学
研

究
所
（
Ｉ
Ｐ
Ｇ
）
の
共
同
調
査

隊
が
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
庭
い

た
ゴ
ビ
砂
漠
南
東
部
の
シ
ャ
ル

ッ
ァ
フ
は
、
荒
涼
と
し
た
崖
や

砂
醗
の
台
地
が
広
が
り
、
ま
る

で
異
星
の
景
観
だ
。
切
り
立
っ

た
岩
肌
が
朝
日
を
受
け
、
黄
色

く
輝
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

る
○
札
幌
と
ほ
ぼ
同
緯
度
、
標
高

は
９
０
Ｑ
牌
あ
り
、
８
月
で
も

朝
晩
は
気
温
加
度
を
下
回
る
こ

と
か
あ
る
。
一
方
で
昼
間
は
如

度
前
後
ま
で
上
昇
。
発
掘
作
業

中
に
熱
中
症
で
ダ
ウ
ン
し
た
学

生
も
い
た
。

過
酷
な
環
境
だ
が
、
「
化
石

を
見
付
け
る
に
は
、
う
っ
て
つ

け
」
と
Ｉ
Ｐ
Ｇ
研
究
員
で
化
石

探
査
の
〃
名
人
″
マ
イ
ン
バ
ヤ

ル
さ
ん
（
弘
）
。
植
生
が
乏
し
い

上
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い

気
候
は
岩
石
の
風
化
が
進
み
や

す
い
。
恐
竜
が
生
き
た
中
生
代

の
地
晒
が
む
き
出
し
に
な
り
、

滋
璽
な
化
石
が
地
表
の
あ
ち
こ

ち
に
顔
を
出
し
て
い
る
。

シ
ャ
ル
ツ
ァ
フ
に
バ
イ
シ
ン
日

土
台
の
研
究

獄（を四一 呈

午

一

０
１
露
頭
を
顕
桑
す
る
地
臓
チ
ー
ム
。
恐
竜
時
代
の
禰
報
寒
腕
み
解
い
て
い
く

一

一一

割
鶏
、

凸

隆
一
｜
や

一
二

一一

は
化
石
に
目
も
く
れ
ず
、
露
頭

か
ら
露
頭
へ
１
日
平
均
加
欲
、

ツ
ァ
フ
を
巡
っ
て
ひ
た
す
ら
歩

き
回
る
メ
ン
バ
ー
が
い
る
。
地

臓
チ
ー
ム
だ
。

ツ
ァ
フ
、
ホ
ン
ギ
ル
ツ
ァ
フ
、

プ
ギ
ン
ツ
ァ
フ
・
・
・
・
ゴ
ピ
の
恐

竜
化
石
産
地
は
「
ツ
ァ
フ
」
が

付
く
地
名
が
多
い
。
調
査
隊
に

は
化
石
に
目
も
く
れ
ず
、
露
頭

』
り

1戸

~

「
崖
の
よ
う
な
大
き
な
露
頭

に
は
、
恐
竜
時
代
の
情
報
が
詰

ま
っ
て
い
る
」
と
力
説
す
る
の

は
端
同
大
生
物
地
球
学
部
簿
師

の
実
吉
玄
寅
さ
ん
（
蛆
）
。
地
層

の
重
な
り
や
織
造
を
観
察
す
る

こ
と
で
、
恐
竜
が
生
き
て
い
た

環
境
を
復
元
で
き
る
と
い
う
。

例
え
ば
シ
ャ
ル
ツ
ァ
フ
の
西
エ

リ
ア
は
白
亜
紀
後
期
、
広
大
な

川
が
流
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
、
河
川
が
あ
れ
ば
平
野
も
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。

観
察
し
た
地
層
の
断
面
は
、

そ
の
日
の
う
ち
に
図
面
に
蜜
き

起
こ
す
た
め
作
業
は
深
夜
ま

で
続
く
。
日
本
側
の
紅
一
点
、

大
学
院
１
年
の
蔦
永
早
也
香

さ
ん
（
羽
）
は
「
地
味
で
地
道
な

作
業
だ
け
ど
、
恐
竜
を
知
る
上

で
土
台
の
研
究
」
と
胸
を
張
っ

た
。

実
は
、
ゴ
ビ
砂
漠
は
恐
竜
化

指
標
存
在
せ
ず

壁
国
教
錘
（
左
か
ら
２
人
目
）
の
海
導
で
、

年
代
決
定
の
材
料
に
な
る
鉱
物
を
含
む
地
庖

の
サ
ン
プ
ル
を
整
淫
す
る
学
生
ら

地道な作業環境復元へ
石
の
宝
庫
で
あ
り
な
が
ら
年
代

を
特
定
し
に
く
い
、
と
い
う
致

命
的
な
問
題
壷
抱
丞
る
○
澗
査

隊
が
擦
的
に
す
る
白
亜
紀
後
期

の
地
胴
は
、
古
い
順
か
ら
バ
イ

ン
シ
レ
（
約
９
千
万
年
前
）
、

ジ
ャ
ド
フ
タ
（
約
８
千
万
年

前
）
、
ネ
メ
グ
ト
（
約
７
千
万

年
前
）
に
分
類
し
て
い
る
が
、

極
め
て
大
ざ
っ
ぱ
。
内
陸
に
あ

り
周
辺
で
火
山
活
動
も
な
か
っ

た
た
め
、
年
代
決
定
の
指
標
に

な
る
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
火
山
灰

を
含
ん
だ
「
鍵
臓
」
が
存
在
し

な
い
た
め
だ
。

こ
の
難
題
に
地
凋
チ
ー
ム
は

総
力
戦
で
切
り
込
む
。
地
震
学
、

鉱
物
学
、
物
理
学
、
病
理
学
と

研
究
者
が
そ
る
っ
理
科
大
の
強

み
を
生
か
し
、
多
方
面
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
。
理
学
部
か
ら
編
査

隊
に
参
加
す
る
豊
田
新
教
授

（
弱
）
１
年
代
測
定
Ⅱ
は
『
地
臓

に
含
ま
れ
る
鉱
物
、
あ
る
い
は

化
石
そ
の
も
の
か
ら
も
年
代
を

探
れ
る
可
龍
性
は
あ
る
』
ど
力

を
込
め
た
。

「
成
功
す
れ
ば
、
画
期
的
な

成
果
に
な
る
。
か
つ
て
は
地
続

き
だ
っ
た
北
米
と
ア
ジ
ア
の
恐

竜
の
比
較
が
可
能
に
な
り
、
研

究
は
飛
躍
的
に
進
む
だ
ろ
う
」

と
Ｉ
Ｐ
Ｇ
の
ツ
オ
ク
ト
パ
ー
ト

ル
所
長
（
記
）
。
タ
ッ
グ
を
組
む

モ
ン
ゴ
ル
人
研
究
者
た
お
の
信

頼
と
期
待
が
、
困
難
な
挑
戦
の

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
。

（
稲
垣
心
也
）

Ⅱ
次
回
は
期
日
掲
載


